
岡崎市在住。84歳
昭和22年（1947）、14歳から和紙歌舞伎人形を作り始める。結婚を機に人
形製作を中断。平成13年（2001）、43年振りに人形製作再開。翌14年、「中
部GAMシンガポール展」最優秀賞、シンガポール政府観光局賞受賞。
東京国立劇場、岡崎市文楽公演などに作品の展示を依頼されるほか、岡崎
信用金庫資料館ギャラリーなどで個展開催。平成17年から5年間、東海愛
知新聞にて「和紙歌舞伎人形のひとりごと」を連載。

ProfileProfile

手
に
の
る
く
ら
い
の
小
さ
な
人
形
で

大
き
な
感
動
を
伝
え
ら
れ
た
ら
幸
せ
で
す
。

田中　郁子
和紙歌舞伎人形作家

平成29年
岡崎信用金庫
資料館

竣工100周年記念
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キャプション

Check

　

岡
崎
信
用
金
庫
資
料
館
は
、
平
成
29
年
、

竣
工
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
節
目
の

年
と
な
る
今
年
度
は
様
々
な
催
し
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
12
月
1
日
か
ら
17
日
は
、「
和

紙
歌
舞
伎
人
形
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
回

は
、
和
紙
歌
舞
伎
人
形
作
家　

田
中
郁
子
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
人
形
作
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

私
が
初
め
て
人
形
を
作
っ
た
の
は
14
歳

（
女
学
校
2
年
生
）の
時
で
す
。
歌
舞
伎
は

4
、
5
歳
の
頃
か
ら
観
て
い
た
の
で
す
が
、

昭
和
21
年
、
京
都
南
座
で
観
た
「
紅
葉
狩
」

更
科
姫
か
ら
の
感
動
は
衝
撃
的
で
、「
あ
の

場
面
を
何
と
か
形
に
残
せ
な
い
か
」
そ
う

思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
当
時
は
終
戦

後
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
は
も
ち
ろ
ん
カ
ラ
ー

写
真
機
も
無
い
時
代
。
で
す
が
、
私
の
頭
の

中
に
は
感
動
し
た
シ
ー
ン
が
カ
ラ
ー
写
真
の

よ
う
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
て
、
ど
う
に
か
し

て
形
に
し
よ
う
と
必
死
に
な
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

当
時
、
白
黒
の
カ
メ
ラ
は
あ
っ
た
ん
で
す

が
、
人
が
写
し
た
舞
台
写
真
を
見
て
も
意
味

が
無
い
。
自
分
が
感
動
し
た
も
の
を
自
分
の

手
で
作
っ
て
残
さ
な
け
れ
ば
自
分
に
と
っ
て

の
価
値
が
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
人
が

感
動
し
て
写
真
に
写
し
た
も
の
は
そ
の
人
の

感
動
で
あ
っ
て
、
自
分
の
感
動
と
は
違
う
。

「
感
動
の
忘
れ
得
ぬ
舞
台
」
を
す
べ
て
自
分

の
手
で
作
り
上
げ
る
こ
と
が
楽
し
く
て
お
も

し
ろ
い
作
業
で
あ
る
と
思
っ
た
ん
で
す
。

　

こ
ん
な
思
い
が
十
代
の
頃
か
ら
自
分
の
中

に
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
で
も
、
そ
の
頃
の
思

い
は
今
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
よ
。
こ
ん
な

話
を
す
る
と
気
難
し
い
変
人
と
思
わ
れ
ち
ゃ

う
か
な
。（
笑
）

―
人
形
作
り
に
使
う
和
紙
や
小
道
具
も

　

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
ね
。

　

一
口
に
和
紙
と
い
っ
て
も
種
類
は
数
え
切

れ
な
い
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
厚
い
も
の
か
ら

向
こ
う
が
透
け
る
く
ら
い
繊
細
な
も
の
、
手

触
り
や
質
感
も
さ
ま
ざ
ま
。
た
く
さ
ん
あ
る

中
か
ら
「
こ
れ
は
袴
に
い
い
な
。
こ
っ
ち
は

小
袖
か
な
」
と
い
ろ
い
ろ
想
像
を
巡
ら
せ
る

の
が
ま
た
楽
し
く
て
。
感
動
し
た
場
面
の
衣

装
と
同
じ
色
を
再
現
し
た
い
の
で
、
和
紙
は

自
分
で
染
め
る
と
こ
ろ
か
ら
す
べ
て
手
作
業

で
す
。
高
い
染
料
な
ん
か
は
使
い
ま
せ
ん
。

孫
の
お
下
が
り
の
絵
の
具
で
染
め
る
ん
で
す
。

思
い
通
り
の
色
味
に
き
れ
い
に
染
ま
っ
た
和

紙
に
筆
で
忠
実
に
柄が
ら

（
模
様
）
を
描
き
、
そ

れ
が
う
ま
く
仕
上
っ
た
時
は
人
形
の
出
来
上

が
り
が
楽
し
み
で
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
同
じ

外
題
（
題
名
）
の
舞
台
で
も
役
者
に
よ
っ
て

模
様
が
異
な
っ
た
り
し
ま
す
か
ら
、
遠
目
で

見
た
ら
気
付
か
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
ま
で
つ

い
こ
だ
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
満
開
の
桜
や

松
の
木
、
駕か

籠ご

、
縁
側
や
格こ
う

子し

戸
、
山
木
戸
、

河
原
な
ど
の
舞
台
セ
ッ
ト
に
は
じ
ま
り
、
行あ
ん

灯ど
ん

、
燭
台
、
火
鉢
、
煙
草
盆
、
傘
、
髪
飾
り

や
刀
、
扇
子
、
琴
な
ど
の
小
物
も
手
作
り
し

ま
す
。

げ

だ
い

▲戻駕色相肩（禿たより）【6.0㎝】

▲籠釣瓶花街酔醒　（序幕　吉原仲之町見染の場）【14.0㎝】

▲紅葉狩（前半）【8.5㎝】

▲紅葉狩（更科姫）【8.0㎝】

昭和22年の初めての作品。
田中さんは「千代紙で作っ
た人形らしき作品」と言い
ますが、14歳で作ったと
は思えない出来栄えです。
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―
一
つ
の
人
形
を
作
る
の
に
も
ず
い
ぶ
ん

　

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
ね
。

　

感
動
す
る
舞
台
を
観
た
と
き
、
何
か
に
急

き
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
人
形
を
作
ら
な
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
作
品
に
よ
っ
て
か
か
る
時

間
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
花は
な

櫛ぐ
し

や
簪
一
つ
作

る
の
に
一
晩
か
か
っ
た
り
、
二
体
の
人
形
の

位
置
、
絡か
ら

み
の
角
度
を
決
め
て
合
わ
せ
る
だ

け
で
幾
晩
も
費
や
し
た
り
と
、「
こ
れ
だ
！
」と

思
う
も
の
に
な
る
ま
で
妥
協
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

桜
が
は
ら
は
ら
舞
い
散
る
風
情
あ
る
時
の

流
れ
や
、
し
ん
し
ん
と
雪
の
降
り
積
も
る
体

の
芯
ま
で
凍
え
そ
う
な
舞
台
の
空
気
感
を
、

静
止
し
て
い
る
人
形
で
ど
う
表
現
し
よ
う
か
、

作
る
の
は
大
変
で
す
が
出
来
上
が
っ
た
と
き

の
達
成
感
は
何
度
味
わ
っ
て
も
格
別
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

―
人
形
に
顔
は
描
か
な
い
の
で
す
か
。

　

私
の
作
る
人
形
に
は
ど
れ
も
顔
は
描
い
て

い
ま
せ
ん
。
同
じ
舞
台
を
観
て
も
、
人
そ
れ

ぞ
れ
感
動
す
る
場
面
や
思
い
描
く
表
情
が
違

い
ま
す
の
で
、
人
形
を
見
る
人
が
場
面
を
思

い
描
い
て
、
好
き
に
表
情
を
想
像
し
て
く
れ

た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

展
覧
会
を
開
く
と
、
前
に
も
い
ら
し
た
か

た
に
、「
前
の
人
形
に
は
顔
が
あ
っ
た
の
に

今
回
は
な
ぜ
描
い
て
い
な
い
の
か
」
と
聞
か

れ
る
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
作
者
の
私
が

「
描
い
て
な
い
で
す
よ
」
と
お
伝
え
し
て
も
、

「
い
え
、
絶
対
あ
り
ま
し
た
」
と
お
っ
し
ゃ

る
ん
で
す
よ
。（
笑
）

　

田
中
さ
ん
の
作
る
人
形
は
、
喜
怒
哀
楽
だ

け
で
な
く
、
少
女
の
よ
う
な
初
々
し
さ
や
女

性
の
色
香
、
ま
た
鬼
気
迫
る
舞
台
の
緊
迫
感

な
ど
、
歌
舞
伎
の
舞
台
を
観
た
こ
と
の
な
い

人
が
見
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
や
舞
台
の

温
度
ま
で
も
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

―
今
は
何
か
制
作
し
て
い
ま
す
か
。

　

私
が
人
形
を
作
る
と
き
は
、
家
の
者
が
寝

静
ま
っ
て
か
ら
深
夜
に
集
中
し
て
と
り
か
か

り
、
人
形
と
同
じ
世
界
に
入
っ
て
夜
が
明
け

て
も
気
付
か
な
い
こ
と
度
々
で
す
。
最
近
は
、

ま
と
ま
っ
た
そ
の
時
間
が
作
れ
な
い
の
で
充

電
期
間
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
い

つ
か
大
作
に
も
挑
戦
し
た
い
し
、
ま
だ
ま
だ

作
り
た
い
人
形
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
い

く
つ
に
な
っ
て
も
ゴ
ー
ル
の
な
い
作
品
作
り

で
す
が
、
視
力
と
指
先
が
衰
え
る
ま
で
、
感

動
す
る
作
品
に
出
会
え
る
限
り
作
り
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

12
月
1
日
か
ら
当
資
料
館
で
開
催
す
る

「
和
紙
歌
舞
伎
人
形
展
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
形
を
近
く
で
ゆ
っ
く
り
ご
鑑
賞
い
た
だ

け
ま
す
。
和
紙
歌
舞
伎
の
世
界
に
浸
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
是
非
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

岡崎市伝馬通1丁目58番地
0564－24－2367
時　間：10時～17時
　　　　（入館は16時30分まで）
休館日：月曜日・祝日

和紙和紙
歌舞伎人形展歌舞伎人形展

岡崎信用金庫資料館
12月1日㈮～17日㈰

入館
無料

か
ん
ざ
し

▲京鹿子娘二人道成寺　前シテ（白拍子花子、櫻子）【8.5㎝】

▲京鹿子娘二人道成寺　後シテ（白拍子花子、櫻子）
【16.0㎝】
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愛知県立芸術大学学長
松村　公嗣氏

株式会社御園座副会長
長谷川　栄胤氏

二代目　萬屋仁兵衛氏による
からくり人形実演「蘭陵王」

当金庫会長
大林　市郎

平
成
29
年
度
上
半
期

経
営
報
告
会

　

11
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭
午
前
11
時
よ
り
、

当
金
庫
名
古
屋
支
店
に
て
、
平
成
29
年
度

上
半
期
経
営
報
告
会
を
開
催
し
、
上
半
期

の
業
績
内
容
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
業
績
の
概
要
】

（
預
金
積
金
）

　

平
成
29
年
度
上
半
期
の
預
金
残
高
は
、

2
兆
9
6
8
6
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
貸
出
金
）

　

平
成
29
年
度
上
半
期
の
貸
出
金
は
、
1

兆
5
6
8
6
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
自
己
資
本
）

　

自
己
資
本
比
率
は
、
12
・
69
％
と
な
り
、

国
内
基
準
4
％
、
国
際
基
準
8
％
を
大
き

く
上
回
る
水
準
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
資
本
額
は
、
前
期
末
比
27

億
円
増
加
し
て
1
9
8
1
億
円
と
な
り
、

業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
体
力
を
備
え
て
い

ま
す
。

（
損
益
状
況
）

　

平
成
29
年
度
上
半
期
の
中
間
純
利
益
は
、

28
億
2
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

・
平
成
29
年
9
月
25
日
に
新
築
オ
ー
プ
ン

し
た
名
古
屋
支
店
の
紹
介

・
新
築
移
転
し
た
店
舗
（
岡
崎
駅
西
支
店
、

池
浦
支
店
、
半
田
支
店
）
の
紹
介

・
資
料
館
竣
工
1
0
0
周
年
記
念
事
業
に

つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

　

な
お
経
営
報
告
会
で
は
、
ご
来
賓
の

方
々
を
代
表
し
て
愛
知
県
立
芸
術
大
学
学

長
松
村
公
嗣
様
、
株
式
会
社
御
園
座
副
会

長
長
谷
川
栄
胤
様
よ
り
ご
挨
拶
、
二
代
目

萬
屋
仁
兵
衛
氏
に
よ
る
か
ら
く
り
人
形
の

実
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
平
成
29
年
度
上
半
期
の
取
り
組
み
】
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岡崎市「景観重要建造物」に指定されました。

さがみ信用金庫　年金旅行で岡崎へ

第５回鈴木禎次賞授賞式【岡崎信用金庫資料館竣工100周年記念事業】

【大　賞】On the water（恩田　聡・青柳　創／株式会社　日建設計）
【優秀賞】ニフコYRP防爆棟・実験棟（越野　達也／株式会社　竹中工務店）
【優秀賞】MIZKAN MUSEUM（小川　大志・高橋　勉／株式会社　NTTファシリティーズ）
【佳　作】高崎アリーナ（窪田　研・小林　順／株式会社　山下設計）
【佳　作】新柏クリニック（吉岡　有美／株式会社　竹中工務店）
【佳　作】京橋エドグラン（伊東　宏和／株式会社　日建設計）

　10月31日㈫、当金庫資料館が岡崎市「景観重要
建造物」に指定されました。
　岡崎市「景観重要建造物」指定は、景観上重要な
建造物であり、市民にとっても貴重な歴史的・文化
的資産として、地域の個性ある景観まちづくりの核
として推進していくものです。

　当金庫は平成27年11月に開催した「家康公顕彰四百年記念シンポジウム」を機に、家康公とゆか
りの深い地域にある８信用金庫※と「地域活性化に向けた連携に関する覚書」を締結しました。今回、
連携先の一つである、さがみ信用金庫（神奈川県）の年金旅行「さがみ寿旅行会」（11月6日～17日）
約1,000名の方々が岡崎市を訪れ、岡崎公園内の三河
武士のやかた家康館とまるや八丁味噌を見学されまし
た。岡崎公園では当金庫職員、岡崎市観光推進課、岡
崎商工会議所関係者でお迎えして、岡崎市のPRパンフ
レット等を配布しました。
　今後も連携８信用金庫と相互の地域発展を図る活動
をしていきたいと考えております。

　10月31日㈫、当金庫資料館の設計者である
鈴木禎次氏にちなみ「第５回鈴木禎次賞」の授
賞式を当金庫本店２階大ホールで開催しまし
た。
　この賞は創造性や機能性で卓越した建築物を
設計した若手建築家をたたえるもので、８年前
から２年ごとに名古屋工業大学と、OB会でつ
くる光鯱会が開催。５回目の今回は56点の応
募があり、大賞など６組が受賞されました。

家康館を訪れた「さがみ寿旅行会」の皆さん
※　会津信用金庫、鹿沼相互信用金庫、きのくに信用金庫、桑名信用金庫、
　　さがみ信用金庫、滋賀中央信用金庫、城南信用金庫、鶴岡信用金庫（五十音順）

おかしんからのお知らせOkashin News
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（先着順）

聴講
無料

平成29年度 おかしん講演会

・聴講を希望される方は、お近くの岡崎信用金庫本支店の窓口にお申し出ください。
・定員(400名)となり次第締め切らせていただきます。

入場整理券が必要となります。 先着順

紺野 美沙子
朗読会

あ
な
た
が
輝
く

言
葉
と
メ
ロ
デ
ィ

〜
ト
ー
ク
と
朗
読
＋
音
楽
の
時
間
〜

利用者550万人の家計簿アプリ
マネーフォワードから
岡崎信用金庫版が登場

スマートフォンでかんたん家計簿

「銀行」「クレジットカード」「電子マネー」「ポイント」などの
金融機関関連サイトをつないで自動で家計簿にするので、
「銀行にいくら預けているのか」「今月の支払はいくらある
のか」といった情報がすぐに分かります。

岡崎信用金庫だけでなく、他金融機関の口座やクレジット
カードなど2600以上のサービスと連携可能です。

自動で家計簿が作成されることでお金への意識が高まり、
節約につながります。
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金利
UP!

金利
UP!!

毎
月
一
回
発
行

発
行
所　

岡
崎
市
菅
生
町
字
元
菅
四
一

発
行
／
岡
崎
信
用
金
庫　
編
集
／
地
域
振
興
部

電
話
〈
〇
五
六
四
〉
二
五
│
七
三
四
一（http://www.okashin.co.jp

）


